
感染症対応_様式7_業務分類（優先業務）

・　認知症や（日中）ひとり暮らし要介護高齢者といった生命維持のためには、通所介護サービスを欠かすことのできない利用者に対して
　必要量を維持して継続する。

３．

　・　サービス利用者のうち、認知症高齢者やひとり暮らし高齢者（日中のみの方を含む）は、通所介
護
　　サービス（と訪問介護サービスとの組み合わせ）によって生活を維持している。　そのため、要介
護度に
　　かかわらず、通所介護サービスを欠かすことのできない利用者（30％）に対象を絞って通所サービ
スを
　　継続する。

　・　通所介護サービスの継続は、送迎業務の継続が前提となる。

１　優先業務の考え方

優先業務 業務内容

１．通所介護サービスが欠かせない
　　利用者へのサービス継続

２．送迎業務
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